




　北海道上磯郡木古内町において,昭和 51 年度より,1 才 6 カ月から就学前ま

での幼児,約 600 名について,継年的に年 2回,歯料保健診査,指導およびう蝕予

防処置を行って来た。そこで,昭和 53 年度まて,3 カ年にわたるう蝕患性の推

移を報告する。

　一人平均 dmft でみると,木古内ではう歯は減少傾向を示しており,これまで

の指導や予防処置を行っていなかった道内えりも町や歌志内市の保育園児より

も少く,札幌市内の保育園児の値に近づいているように思われる。


